
危険物取扱施設の再編
現況 将来

-5.
5m

×3B

226
m

-5
.5

m
×

1B

-5
.5m

×
1B

船舶間の保安距離の不足

大型化の要請

2L
=1

52
m

30
0m

30
m

30
m

30m

-5
.5m

×
3B

-7
.5

m
×

1B 岸壁延長を現基準
(100m)に対応

-6.5m（既定計画）を
-7.5mに増深

船舶との保安距離を確保



駿河湾沿岸の油槽船大型化の動向
清水港を利用する油槽船の階級別割合
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• 清水港を利用する3,000DWT級以上の油槽船は、　　　　

　 平成７年で21.6%、平成１１年で39.3%を占めている
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大規模地震対策位置図
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岸　壁 位　　置 面　積

広場① 中央２号 横送りコンベア背後の空地　5,700㎡

広場② 富士４号 富士３号荷捌地及び緑地 　6,300㎡

計 12,000㎡
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